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都市情報学研究科 都市情報学専攻 修士課程

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目
的である「新しい時代の理想的な都市社会を創造する専門職人材及びまちづくりをあらゆる面で
リードする学問領域を修得した研究者の人材養成」に基づき、次の資質・能力を身につけた学生に
修士（都市情報学）の学位を授与します。

①新しい時代の都市社会を創造する高度専門職、研究者として必要な、高度な能力と専門知識を修
　得し、高い倫理観と公正な判断力を身につけ、理想的な都市社会を創造するためのアイデアを提
　案することができる。

②まちづくりや企業経営に関するソフト施策（社会システム、制度改革など）とハード施策（施設
　整備、配置計画など）、それぞれの分析・評価と計画のあり方などを学び、既存の方法では解決
　しない問題を新たな手法で解決する能力や、異分野で開発された解決策を創造的にアレンジし適
　用する能力を培うことができる。

③社会システムや都市基盤の構造を理解し、都市社会の一員として多様な役割を果たすことができ
　るように、身につけた総合能力（アナライジング、プランニング、プレゼンテーション）を発揮
　することによって、生涯に亘って主体的に探究し、周りと協働することができる。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程は、本専攻の教育理念・教育目標を理解し、学部
の教育課程等における学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①都市情報学及び関連分野において主体的に研究課題を見出せるような専門知識を身につけている。

②新しい時代の理想的な都市社会を創造するまちづくりのエキスパートとして、都市を計画する政
　府の行動「官のサービス」、都市を形成する家計や企業の行動「民のサービス」を科学的に分析・
　計画し、新たな手法で解決する能力を身につけ、社会で活躍することができる。

③変化の著しい現代社会において継続的に専門知識を吸収し、理想的な都市社会を実現するために
　貢献する意欲を有している。

大学院都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針
に示す資質・能力を身につけさせるため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のよ
うな教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、都市社会の問題解決能力に必要な高度専門知識の修得と問題解決に必要な手
　法としての総合能力が修得できるように、専修分野に関連する「授業科目＝特論」を配置する。
　履修する講義科目の選定にあたっては、指導教授は授業内容、授業形態、履修の順次性を考慮し
　て履修指導を行うことによって、学生が自身の研究計画に基づいて適切な授業科目を履修できる
　ようにする。

②リサーチワークでは、指導教授が一貫かつ継続的で個別的な研究指導を行う「研究指導科目＝特
　別研究」を、４期に分割して研究指導を受ける。この研究指導では、自身の研究テーマにおける
　問題設定から研究調査、分析、考察などについて一貫した研究内容、研究方法を身につけさせ、
　専門職人材や研究者として必要な能力が確実に養われることができるようにする。

③総合能力（アナライジング、プランニング、プレゼンテーション）を身につけるために少人数・
　双方向を意識した授業体制を確保し、さらに、指導教員による指導の下、能動的学修を実施する
　ことで、学会・シンポジウム・研究会などにおいて他の参加者と討論や意見交換ができるような、
　学術的交流に必要なコミュニケーション能力を身につけられるようにする。

④「授業科目＝特論」及び「研究指導科目＝特別研究」については、シラバスで明示している成績
　評価方法及び評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行う。学位論文については、都市
　情報学研究科修士課程の論文審査基準に基づき審査する。
　また、早期から学生の進路や関心等を把握し個別指導に反映することにより、進路や関心を意識
　した学修、研究の促進につなげることができる。


